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〔
滞
納
額
〕

問

平
成
22
年
度
決
算
時
点
に
お

け
る
市
税
等
の
収
入
未
済
額
（
滞
納

額
）
の
状
況
を
聞
く
。

答

調
定
額
（
徴
収
対
象
額
）
に

対
す
る
収
入
未
済
額
は
、
一
般
会
計

で
は

・
市
税
全
体
…
約
４
８
７
億
９
千
万

円
に
対
し
約
33
億
円

・
保
育
料
…
約
24
億
８
千
万
円
に
対

し
約
１
億
２
千
万
円

・
住
宅
使
用
料
…
約
11
億
５
千
万
円

に
対
し
約
８
千
万
円

ま
た
、
特
別
会
計
で
は

・
下
水
道
使
用
料
…
約
37
億
２
千
万

円
に
対
し
約
８
千
万
円

・
国
民
健
康
保
険
料
…
約
97
億
１
千

　

万
円
に
対
し
約
20
億
９
千
万
円

・
介
護
保
険
料
…
約
42
億
７
千
万
円

に
対
し
約
１
億
９
千
万
円

以
上
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

〔
住
民
税
の
特
別
徴
収
〕

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
を
支
払
う

事
業
主
が
毎
月
の
給
与
支
払
時
に
、

住
民
税
額
を
従
業
員
等
の
給
与
か
ら

徴
収
し
、
市
町
村
へ
一
括
し
て
納
入

す
る
制
度
。
特
別
徴
収
に
よ
り
、
従

業
員
等
の
個
々
の
納
税
の
手
間
が
省

け
る
、
納
め
忘
れ
が
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
滞
納
の
削
減
も
期

待
さ
れ
る
。

特
別
徴
収
に
お
け
る
今
後
の

開
催
し
、
段
階
的
に
広
げ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問

就
学
促
進
員
の
役
目
を
聞
く
。

答

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
一
緒
に

生
活
保
護
世
帯
の
中
学
生
の
学
習
意

欲
を
喚
起
し
、
本
事
業
へ
の
参
加
を

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
進
学
先
の

情
報
提
供
や
進
学
、
就
学
継
続
の
た

め
の
貸
付
制
度
利
用
の
支
援
な
ど
を

行
う
。

　

併
せ
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
引

き
こ
も
り
等
の
課
題
が
あ
る
世
帯
に

対
し
て
は
、
地
域
や
学
校
等
の
関
係

⑤

　

本
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
は
千
年
に
一
度
の
大
震
災
と
い

わ
れ
て
お
り
、
津
波
に
よ
り
多
く

の
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
観
測
史
上
最
大

の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
台
風
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
土
砂
崩
れ
に

よ
る
集
落
の
孤
立
、
せ
き
止
め
湖

の
出
現
、
堤
防
の
決
壊
、
床
上
・

床
下
浸
水
な
ど
、
「
長
年
住
ん
で

い
る
が
初
め
て
」
と
い
う
規
模
の

災
害
が
全
国
で
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
多
く
の
命
を
救
っ
た

の
は
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
で
す
。

さ
ら
に
大
災
害
に
な
る
と
、
し
ば

ら
く
は
役
所
機
能
が
ま
ひ
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
援
や
援
助
が
始
ま
る
ま
で
は

隣
近
所
で
助
け
合
わ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
な

い
地
域
で
は
、
早
期
の
結
成
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
住
民

同
士
が
日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
を

持
ち
、
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の

関
係
が
持
て
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
が
必
要
で
す
。

　

10
月
２
日
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
地
域

の
代
表
者
会
に
は
、
世
代
・
地
区

・
組
織
・
学
校
別
の
代
表
者
の
参

加
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
議
会
広
報
委
員
：
門
田
権
四
郎
）

機
関
と
連
携
し
「
社
会
的
な
居
場
所

づ
く
り
」
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が

生
活
力
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
よ

う
支
援
す
る
。

問

対
象
者
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
事
業
の
経
費
は
す
べ
て
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
補
助
金
に
よ
る
国

費
の
た
め
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学

生
が
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
国
の

補
助
金
の
対
象
外
と
な
る
非
課
税
世

帯
や
一
人
親
世
帯
の
中
学
生
等
に
つ

い
て
も
、
同
塾
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
習
支
援
員
を
確
保
し
、
幅
広
い
学

習
支
援
を
図
る
。

問

地
域
の
児
童
館
で
行
っ
て
い

る
促
進
学
級
と
の
整
合
性
は
あ
る
か
。

答

促
進
学
級
は
子
ど
も
会
活
動

の
一
環
と
し
て
、
児
童
館
が
あ
る
中

学
校
区
の
中
学
生
を
中
心
に
自
主
的

な
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
は
家
庭
環
境

や
貧
困
問
題
等
の
課
題
に
対
応
す
る

施
策
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と

希
望
を
か
な
え
る
た
め
に
志
を
持
っ

て
学
ぶ
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

方
法
等
は
違
う
が
、
ど
ち
ら
の
事

業
も
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
学

力
・
進
路
保
障
を
目
指
し
て
い
る
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答

昨
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
特

別
徴
収
未
実
施
事
業
所
約
７
千
件
を

対
象
と
し
て
、
特
別
徴
収
開
始
の
依

頼
文
書
を
送
付
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
は
、
従
業
員
４
人
以

下
の
小
規
模
事
業
者
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
、
平
成
26
年
度
ま
で
を
目
標

に
全
て
の
特
別
徴
収
未
実
施
事
業
所

に
対
し
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
特
別

徴
収
実
施
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

〔
徴
収
事
務
の
一
元
化
〕

問

市
税
・
税
外
収
入
を
含
め
た

債
権
回
収
へ
の
取
り
組
み
や
徴
収
事

務
の
一
元
化
の
実
績
と
成
果
に
つ
い

て
聞
く
。

答

平
成
21
年
度
に
設
置
し
た
関

係
７
課
に
よ
る
滞
納
対
策
検
討
会
で

協
議
し
、
22
年
度
か
ら
税
外
収
入
で

あ
る
介
護
保
険
料
と
保
育
料
の
滞
納

分
の
徴
収
業
務
も
税
務
管
理
課
に
移

管
し
た
。
全
体
の
収
納
率
は
、
介
護

保
険
料
で
は
21
年
度
93
・
３
％
か
ら

22
年
度
93
・
７
％
に
、
保
育
料
で
は

92
・
２
％
か
ら
94
・
５
％
に
向
上
し
、

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

同
検
討
会
を
通
じ
、
関
係
各
課
が

情
報
交
換
や
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
交
渉
・
実
務
能
力
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
も
図
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

平
成
20
年
度
を
「
授
業
改
革
元
年
」
と
位
置
付
け
、
以
来
、
全
小
中
学

校
で
実
施
し
て
き
た
授
業
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み
や
県
・
市
協
働
に
よ

る
支
援
策
等
に
よ
り
、
本
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
状
況
は
小
学
校
で
は
全

国
水
準
を
維
持
し
、
中
学
校
で
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
ご
と
に
は
、
そ
の
規
模
や
生
徒
指
導
上
の
課
題
な
ど
個

別
の
実
態
が
あ
り
、
中
で
も
家
庭
の
経
済
状
況
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学
生
を
対
象
に

「
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
を
開
催
し
、
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「協助
4 4

で守る地域の命」
問

高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
事
業

概
要
を
聞
く
。

答

本
事
業
は
、
教
育
委
員
会
が

委
託
予
定
の
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
実

行
委
員
会
と
市
福
祉
管
理
課
が
雇
用

予
定
の
就
学
促
進
員
の
連
携
に
よ
り

開
催
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学
生

の
学
力
向
上
を
図
り
、
高
校
進
学
率

を
高
め
る
こ
と
で
将
来
の
選
択
肢
を

豊
か
に
し
、
ひ
い
て
は
生
活
保
護
の

連
鎖
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

本
年
度
は
モ
デ
ル
的
に
５
地
域
で

徴
収
率
向
上
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
か
な
え
る
力
を
！

「
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
開
始

問


